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　第 3 回の実行委員会では、
現在でてきている企画の一覧を
もとに、企画参加者交流会での
アイデアや感触も踏まえて、全
体のバランスをみながら実施す
る企画について意見を出し合い
ました。
　特に、「巡ル奈良町」は、今
年度からの取り組みということ
もあり、全エリアから企画を出
そうという意見が挙がりまし
た。巡ル企画がなかった「京終・
紀寺」エリアでは、天理大学生
涯教育専攻の学生が、ガイドツ
アーを考えることになり、巡る
スポットの案として京終駅舎や
市場跡などが挙がりました。昨
年、西部公民館の講座で受講生
に見知ルの企画を巡るガイドツ
アーを実施した学生の経験を活
かし、生涯教育専攻らしく地域
の人と交流しながらアイデアを
形にしていきます。
　そのほか、企画参加者交流会
で、巡ることを楽しんでもらう
アイデアとしてシールラリーな
どのアイデアが出たことを共有
しました。見知ルは、奈良町全
体の企画に参加するのも面白い
し、一つのエリアの企画を制覇
して、そのエリアを深く知るの
も面白いというように、楽しみ
方がたくさんあるのが良いとこ
ろ。工夫次第で、私たちが来場
者にどのように見知ルを楽しん
でもらいたいと思っているのか
を伝えることもできるのではな
いかといった意見も出て、充実
した会議になりました。
　次回は、企画の内容が出揃う
ので、楽しみ方を考えていきた
いと思います。
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- 今年の感触は？ -

去年、奈良町座が作っている町名由来板を使った企画を立て
たのですが、思ったほど参加してもらえなかったので、今年
は、少し方向性を変えて企画を立て直しています。定員を超
える申し込みを期待していますし、たくさんの方をお迎えで
きるよう奈良町座としても体力作りをしていきたいです。

-今年の意気込みは？ -

今年は「巡ル奈良町」というのが加わったのが新しいし、１
回目、２回目からさらにボリュームアップしたし、バージョ
ンもアップした気がします。実行委員会の様子はあんまり変
わらへんのかなという気はしますけど、今日みたいにオンラ
インの参加があって、ここに居ないけど、増えてるんかなと
思いますね。そういう点でよかったなと思います。

2回目は、1回目に参加者として一緒に巡った人とご縁をい
ただいて企画を立てました。その経験やそのときのお客様の
感想を通して、見知ルが大切にする「ちょっといいところ」
がお客様目線で意識できるようになった気がしているので、
今年は見知ルらしい提案をしていけたらいいなと思います。

-今年の意気込みは？ -

1 回目があって、2回目が良くなって、それを積み重ねて 3
回目が作られているので、良くなる方向に向かっているよう
な気がしています。だんだん慣れてきて、みんなで「もっと
こうしたい」という案がスムーズに出てきているように思い
ます。この空間にいて、みんなが同じ方向に向かって進んで
いるような空気感を感じました。

-今年の感触は？ -

高畑住民の松岡 美希です。

奈良町座の林 啓文です。


